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運動会に向けた組み体操の練
習です。１人で行う片手バラン
スから、お友達と協力して作り
上げるものまで、元気にたのし
そうに行っていました。

認定こども園 若松第一幼稚園認定こども園 若松第一幼稚園
運動会に向けて運動会に向けて

特集

きまったね！
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質

問

議
会
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ら
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お

知

ら

せ

通
年
議
会
を
導
入
し
ま
し
た

～
議
会
活
動
の
充
実
、市
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
～

会
津
若
松
市
議
会
は
、
令
和
４
年
８
月
か
ら
、
定
例

会
の
会
期
を
約
１
年
間
と
す
る
通
年
議
会
を
導
入
し
ま

し
た
。
８
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
招
集
会
議
に
お
い

て
、
令
和
４
年
市
議
会
定
例
会
の
会
期
を
令
和
４
年
８

月
８
日
か
ら
令
和
５
年
７
月
31
日
ま
で
の
３
５
８
日
間

と
決
定
し
ま
し
た
。

通
年
議
会
の
概
要

通
年
議
会
と
は
、
会※

１

期

を
通
年
（
約
１
年
間
）
と

し
、
議
会
の
判
断
で
必
要

に
応
じ
て
会
議
を
開
け
る

よ
う
に
す
る
制
度
で
す
。

会
津
若
松
市
議
会
で
は
、

令
和
４
年
８
月
か
ら
会
期

を
概
ね
１
年
間
と
す
る
通

年
議
会
を
導
入
し
ま
し
た
。

毎
年
８
月
に
市
長
が
定

例
会
を
招
集
し
、
議
会
が

会
期
を
決
定
し
ま
す
。
会

期
は
招
集
さ
れ
た
日
か
ら

翌
年
７
月
31
日
ま
で
と
し
、

会
津
若
松
市
議
会
の
通
年
議
会

会
期
中
は
年
４
回
開
か
れ

る
定
例
の
会
議
（
こ
れ
ま

で
の
定
例
会
の
イ
メ
ー
ジ
）

で
議
案
等
の
審
議
や
一
般

質
問
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

以
外
に
も
、
必
要
に
応
じ

て
臨
時
に
会
議
を
開
き
ま

す
。

特

集

※
１　
会
期
と
は

議
会
が
議
会
と
し
て
の
権
限

（
予
算
や
条
例
な
ど
の
議
案
を

議
決
す
る
こ
と
）
を
行
使
し
、

法
的
に
活
動
で
き
る
期
間
（
開

会
か
ら
閉
会
ま
で
の
期
間
）。

こ
れ
ま
で
の
議
会

運
営
と
の
違
い

こ
れ
ま
で
は
、
市
長
が

招
集
す
る
年
４
回
の
定
例

会
（
２
月
、
６
月
、
９
月
、

12
月
）
が
開
催
さ
れ
、
こ

れ
ら
の
会
期
以
外
の
期
間

は
、
原
則
、
議
会
活
動
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
会
期
を

通
年
と
す
る
こ
と
で
、
常

に
議
会
が
活
動
能
力
を
有

す
る
こ
と
に
な
り
、
災
害

等
の
突
発
的
な
事
件
等
へ

の
対
応
な
ど
が
必
要
と
な

る
場
合
に
は
、
議
会
の
判

断
で
会
議
を
開
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
市

民
の
皆
様
の
声
を
基
に
政

策
立
案
、
政
策
提
言
等
の

た
め
の
調
査
研
究
活
動
を

行
っ
て
い
た
政
策
討
論
会

の
活
動
は
、
常
任
委
員
会

で
あ
る
予
算
決
算
委
員
会

に
位
置
付
け
ら
れ
、
所
管

事
務
調
査
と
し
て
、
さ
ら

に
活
動
を
充
実
さ
せ
、
市

民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

市
民
と
の
意
見
交

換
会
の
充
実

年
２
回
開
催
し
て
い
る

地
区
別
市
民
と
の
意
見
交

換
会
の
実
施
主
体
を
予
算

決
算
委
員
会
に
し
、
委
員

会
の
所
管
事
務
調
査
に
位

置
付
け
し
ま
し
た
。
政
策

立
案
の
た
め
に
予
算
決
算

委
員
会
の
各
分
科
会
が
開

催
す
る
分
野
別
市
民
と
の

意
見
交
換
会
と
併
せ
、
市

民
の
皆
様
の
声
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
議
会
に
反
映
し

て
い
き
ま
す
。

会津若松市議会における通年議会のイメージ
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会
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入
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　中
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会期中は常任委員会の調査活動が随時可能

会　　期（8月から翌年７月末まで）
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定例会議
12月
定例会議
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定例会議

６月
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所
管
事
務
調
査
の

概
要

目
的

　
市
政
に
関
す
る
重
要
な

政
策
お
よ
び
課
題
に
対
し

て
、
共
通
認
識
お
よ
び
合

意
形
成
を
図
り
、
も
っ
て

政
策
立
案
、
政
策
提
案
お

よ
び
政
策
提
言
を
推
進
し
、

並
び
に
予
算
審
査
お
よ
び

決
算
審
査
を
と
お
し
て
、

市
民
福
祉
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

方
法

　
行
政
調
査
、
専
門
的
知

見
の
活
用
、
市
民
と
の
意

見
交
換
会
、
そ
の
他
適
切

な
手
法
に
よ
る
調
査
を
行

い
ま
す
。

期
間

　
令
和
４
年
８
月
８
日
か

ら
令
和
５
年
７
月
31
日
ま

で
と
し
ま
す
。

※�　
な
お
、
各
分
科
会
の

調
査
事
項
に
つ
い
て
は
、

下
図
の
と
お
り
で
す
。

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

賛
否
一
覧
、
討
論

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

特

集

招
集
会
議
で
は
令
和
４

年
市
議
会
定
例
会
の
会
期

が
決
定
さ
れ
た
ほ
か
、
議

会
側
提
出
の
議
案
第
49
号

議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

（
姉
妹
都
市
む
つ
市
と
の

交
流
事
業
へ
の
参
加
の
た

招
集
会
議
の
会
議
結
果

め
に
議
員
を
派
遣
す
る
も

の
）
が
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
制
度
検
討

特
別
委
員
会
の
設
置
お
よ

び
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ

ま
し
た
（
左
表
参
照
）。

議会制度検討特別委員会が設置されました
〇　設置の目的
　⑴　議会活動評価モデルの実装に係る調査研究
　⑵�　議会活動評価モデルを活用した政策サイクルの発展

に係る調査研究

〇　設置期間
　令和４年８月８日から令和５年７月31日まで

■委員名簿
　委 員 長　髙梨　　浩　副委員長　目黒章三郎
　委　　員　髙橋　義人、後藤　守江、内海　　基
　　　　　　大山　享子、斎藤　基雄

予算決算委員会各分科会の所管事務調査事項

第１分科会（行財政、情報通信など）

調査事項①
健全な行財政運営
に基づく最適な自
治体づくり
～財政健全化、住
民自治、ＩＣＴと
未来社会～

調査事項②
均衡ある行政機能と住
民サービスの在り方
～まちの拠点～

第２分科会（子育て、教育、防災など）

調査事項①
地域における防災
力の向上

調査事項②
地域福祉

～地域住民が皆社会参
加できる地域づくり～

調査事項③
学校における学習環境
の整備

第３分科会（観光、商工業、農業など）

調査事項①
農業の担い手育成お
よび農業所得向上

調査事項②
観光誘客並びに地域
経済活性化および支
援策の在り方

第４分科会（都市計画、上下水道など）

調査事項①
市民の安心・安全を
担保するための社会
インフラの在り方

調査事項②
官民連携による降雪
対策の在り方

※�　各分科会の調査事項以外に「各分科会所管における政策・施策に係る予算等の在り方」を全分科会
共通事項としています。

調査事項③
新工業団地の造成
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成
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め
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題

政
策
分
野

観
　
光

観
光
産
業
再
活
性
化
推
進
事
業
委
託
の
評
価

4

問　
令
和
３
年
度
に
お
け

る
認
定
農
業
者
の
認
定
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
農
業
者
に
対
す
る
新

規
認
定
お
よ
び
再
認
定
に

向
け
た
農
業
経
営
改
善
計

画
の
作
成
指
導
、
並
び
に

認
定
５
年
目
を
迎
え
る
認

定
農
業
者
に
対
す
る
農
業

経
営
改
善
状
況
調
査
に
よ

り
、
認
定
農
業
者
の
確
保

と
そ
の
経
営
改
善
に
必
要

な
助
言
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和

問　
観
光
産
業
再
活
性
化

推
進
事
業
委
託
に
含
ま
れ

る
各
事
業
の
決
算
が
、
予

算
編
成
時
の
想
定
と
大
幅

に
乖か

い

離り

し
て
い
る
こ
と
へ

の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
旅
行
用
あ
い
づ

観
光
応
援
券
発
行
事
業
を

は
じ
め
、
令
和
２
年
度
か

ら
の
継
続
事
業
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度

の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て

は
令
和
２
年
度
の
取
組
を

十
分
に
検
証
し
た
上
で
、

よ
り
効
果
の
期
待
で
き
る

３
年
度
に
お
け
る
認
定
農

業
者
の
認
定
件
数
は
、
新

規
認
定
お
よ
び
再
認
定
を

合
わ
せ
て
71
経
営
体
と
な

っ
て
い
ま
す
。

問　
今
後
の
担
い
手
確
保

に
向
け
た
考
え
に
つ
い
て

伺
う
。

　
高
齢
化
を
主
な
要
因

と
し
て
再
認
定
に
至
ら
な

い
農
業
者
が
年
々
微
増
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
認
定
農
業

者
の
確
保
に
当
た
っ
て
は

予
算
編
成
を
行
う
べ
き
で

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

先
が
見
通
せ
な
い
状
況
で

あ
っ
た
と
は
い
え
、
特
に

市
民
向
け
旅
館
・
ホ
テ
ル

宿
泊
割
引
事
業
の
実
績
が

低
調
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
深
く
反
省
し
て
お

り
、
今
後
の
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
は
、
こ
の
反
省

を
踏
ま
え
慎
重
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

９月定例会議のあらまし９月定例会議のあらまし

９月定例会議

令和３年度各会計歳入歳出決算を認定
～つながりづくりポイント事業の改善に向けた取組などの要望的意見を市長に提出～

９月定例会議は、９月１日から26日までの26日間の会議期間で開かれました。
今定例会議では、令和４年度補正予算や条例改正等の議案、令和３年度の各会計歳入歳出決
算の認定などが提出されました。これらについては、本会議での総括質疑後、予算・決算に係
る議案等は予算決算委員会へ付託され、また、条例改正等の議案等は、総務、文教厚生、建設
の各委員会に付託され、審査が行われました。なお、最終日の本会議では、意見書案第４号を
はじめ、３件の意見書案が追加提案され、本会議で審議が行われました。
今定例会議に提出された議案等とその審議結果は10ページのとおりです。
なお、市政全般にわたる市の考えを問う一般質問では、20名の議員が質問を行いました。

危
機
感
を
持
ち
な
が
ら
、

農
業
経
営
改
善
状
況
調
査

の
機
会
を
活
用
し
た
早
期

の
相
談
対
応
や
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
作
成
に
向
け

た
集
落
に
お
け
る
話
し
合

い
の
支
援
に
加
え
、
一
人

で
も
多
く
の
新
規
就
農
者

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
半
農
半
Ｘ
（
農

業
と
他
の
仕
事
を
組
み
合

わ
せ
た
働
き
方
）
を
は
じ

め
と
し
た
多
様
な
担
い
手

の
確
保
に
も
取
り
組
み
な

が
ら
、
集
落
営
農
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
引
き
続
き

地
域
の
農
地
を
保
全
し
て

い
く
考
え
で
す
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
の
審
査
に
当
た
り
、
予

算
決
算
委
員
会
各
分
科
会
で
は
、
事
前
に
第
７
次
総
合

計
画
に
掲
げ
る
政
策
分
野
を
抽
出
し
、
整
理
さ
れ
た
論

点
を
中
心
に
、
執
行
機
関
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

特

集

審

議

結

果

賛
否
一
覧
、
討
論

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

議
案
等
の
審
査



令和４年９月定例会議日程
	９月１日(木)	 開会日
	 	 本会議（議案等提案理由説明）
　　５日(月)、６日(火)、７日(水)
	 	 本会議（一般質問）
　　８日(木)	 本会議（総括質疑）
	 	 予算決算委員会
　　９日(金)	 総務委員会
	 	 予算決算委員会第１・第３分科会
	 12日(月)	 文教厚生委員会・建設委員会
　　　　　　　予算決算委員会第２・第４分科会
	 13日(火)	 予算決算委員会第１・第３分科会
	 14日(水)	 予算決算委員会第２・第４分科会
	 15日(木)	 予算決算委員会第１・第３分科会
	 16日(金)	 建設委員会
	 	 予算決算委員会第２・第４分科会
	 21日(水)	 予算決算委員会
	 26日(月)	 最終日
	 	 本会議（委員会審査報告～表決）

政
策
分
野

高
齢
者
福
祉

つ
な
が
り
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
取
組

あいづわかまつ広報議会　 4．11．15

別掲１　要望的意見
つながりづくりポイント事業の改善に向けた取組について
つながりづくりポイント事業は、市民の地域活動参加、高
齢者の社会参加の促進、介護予防の推進を目的とする事業で
あるが、その事業目的が市民に十分理解されているとは考え
にくく、また、利用手続きの煩雑さや、協力店数が少ないな
ど、事業の魅力度向上に向けた課題も多い。市は、本事業を
重要施策として位置付け、課題の検証を行いながら、市民の
認知度向上や、手続きの見直しなどによる事業の利便性の向
上、協力店の拡大など、事業の魅力度向上に向けた取組を推
進していくとしているが、本事業により、地域におけるつな
がりづくりを推進していくために、市民の認知度の向上に向
けた取組、事業の魅力度向上に向けた取組とあわせて、若い
世代も含めた支える側の参加拡大に向けた取組を行うことを
要望するものである。

問　
教
育
旅
行
用
あ
い
づ

観
光
応
援
券
発
行
事
業
に

お
け
る
事
務
執
行
上
の
評

価
に
つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
旅
行
用
あ
い
づ

観
光
応
援
券
発
行
事
業
に

お
け
る
換
金
受
付
・
振
込

業
務
に
つ
い
て
、
委
託
先

か
ら
の
再
委
託
を
行
わ
な

い
よ
う
調
整
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
１
つ

目
と
し
て
、
公
金
の
適
切

な
管
理
が
で
き
た
こ
と
。

２
つ
目
と
し
て
、
委
託
費

に
限
っ
て
も
大
幅
に
経
費

を
節
減
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
。
３
つ
目
と
し
て
、

事
業
の
受
託
者
で
あ
り
Ｄ

Ｍ
Ｏ
で
あ
る
会
津
若
松
観

光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
観
光
関

連
事
業
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
た
こ

と
を
通
じ
て
、
観
光
業
界

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化

さ
れ
た
こ
と
、
以
上
３
点

に
お
い
て
評
価
で
き
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
市
民
向
け
旅
館
・
ホ

テ
ル
宿
泊
割
引
事
業
の
実

績
に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
３
年
７
月
か
ら

令
和
４
年
３
月
ま
で
の
間

に
お
け
る
利
用
実
績
は
、

２
万
泊
を
予
定
し
て
い
た

と
こ
ろ
２
３
９
５
泊
と
少

な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
要
因
と
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
長
期
間

に
わ
た
る
行
動
制
限
が
課

せ
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
状
況
下
に
お
け
る
事

業
の
Ｐ
Ｒ
が
非
常
に
困
難

で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
本
事
業
に
つ
い

て
は
、
県
民
割
と
の
併
用

が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に

加
え
、
宿
泊
客
の
少
な
い

平
日
に
お
け
る
支
援
を
求

め
る
宿
泊
施
設
の
声
を
踏

ま
え
、
平
日
を
中
心
と
し

た
利
用
に
限
定
し
た
制
度

設
計
を
行
い
ま
し
た
が
、

市
民
か
ら
は
週
末
に
お
け

る
利
用
を
求
め
る
声
も
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本

事
業
を
し
っ
か
り
検
証
し

今
後
の
制
度
設
計
に
生
か

し
て
い
き
ま
す
。

問　
つ
な
が
り
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
令
和
３
年

度
の
取
組
と
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

　
事
業
周
知
を
目
的
に

つ
な
ポ
ン
お
得
先
取
り
券

を
75
歳
以
上
の
市
民
に
配

布
し
ま
し
た
が
、
利
用
割

合
は
約
43
％
で
し
た
。
こ

れ
は
、
利
用
で
き
る
協
力

店
が
限
ら
れ
て
お
り
、
利

用
者
に
と
っ
て
魅
力
が
少

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
の
登
録
団

体
お
よ
び
登
録
者
数
に
つ

い
て
は
、
地
域
で
活
動
し

て
い
る
団
体
の
参
加
促
進

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

若
い
世
代
を
含
め
た
支
援

型
の
登
録
者
数
の
拡
大
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

本
事
業
を
重
要
施
策
と

し
て
位
置
付
け
、
課
題
の

検
証
を
行
い
な
が
ら
、
市

民
の
認
知
度
向
上
や
、
手

続
き
の
見
直
し
な
ど
に
よ

る
事
業
の
利
便
性
の
向
上
、

協
力
店
の
拡
大
な
ど
、
事

業
の
魅
力
度
向
上
に
向
け

た
取
組
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

※
な
お
本
件
に
つ
い
て
、

「
つ
な
が
り
づ
く
り
ポ
イ

ン
ト
事
業
の
改
善
に
向
け

た
取
組
」
に
つ
い
て
委
員

間
討
議
を
行
い
、
議
会
と

し
て
別
掲
１
の
と
お
り
要

望
的
意
見
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

特

集

審

議

結

果

賛
否
一
覧
、
討
論

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

議
案
等
の
審
査



政
策
分
野

低
炭
素
・
循
環
型
社
会

ご
み
の
減
量
化
の
取
組

政
策
分
野

雪
対
策

除
雪
状
況
の
公
開
の
在
り
方
等

6

問　
ご
み
減
量
施
策
の
取

組
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
３
年
度
の
一
人

一
日
当
た
り
の
ご
み
の
総

排
出
量
は
、
令
和
３
年
度

の
目
標
値
１
０
９
３
グ
ラ

ム
に
対
し
、
実
績
は
１
２

３
１
グ
ラ
ム
で
あ
り
ま
し

た
が
、
令
和
２
年
度
実
績

か
ら
は
10
グ
ラ
ム
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

燃
や
せ
る
ご
み
の
年
間
排

出
量
は
、
目
標
値
３
万
７

５
３
１
ト
ン
に
対
し
、
実

績
は
３
万
８
４
１
０
ト
ン

で
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和

２
年
度
実
績
か
ら
は
、
１

２
５
５
ト
ン
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

個
別
の
事
業
と
し
て
は
、

ご
み
減
量
化
事
業
補
助
金

に
お
い
て
、
生
ご
み
処
理

機
や
家
庭
用
堆
肥
枠
に
係

る
補
助
金
の
利
用
が
増
加

し
て
お
り
、
市
民
に
生
ご

み
減
量
の
取
組
が
広
が
っ

問　
令
和
３
年
度
に
お
け

る
除
排
雪
業
務
の
総
括
に

つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
３
年
度
の
降
雪

量
は
平
年
並
で
あ
り
ま
し

た
が
、
出
動
基
準
で
あ
る

路
面
積
雪
深
10
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
降
雪
日

が
多
く
、
気
温
の
低
い
日

が
続
い
た
た
め
、
除
雪
出

動
の
回
数
が
増
加
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
委
託
料

に
不
足
が
生
じ
、
予
算
の

補
正
や
、
予
備
費
の
充
当

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

除
雪
体
制
に
つ
い
て
は
、

前
年
よ
り
さ
ら
に
除
雪
車

の
台
数
を
増
や
し
、
合
計

２
９
６
台
の
体
制
に
よ
り

除
雪
を
行
い
ま
し
た
。

問　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
用
い

た
除
雪
車
運
行
シ
ス
テ
ム

の
導
入
の
効
果
に
つ
い
て

伺
う
。

　
除
雪
車
運
行
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
り
、
各
除

て
き
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
古
着
の
拠
点
回

収
や
、
雑
が
み
の
分
別
の

徹
底
に
向
け
た
取
組
、
ご

み
情
報
紙
へ
ら
す
べ
え
の

発
行
に
よ
る
市
民
理
解
の

促
進
な
ど
に
よ
り
、
ご
み

減
量
の
取
組
の
効
果
が
現

れ
て
き
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問　
資
源
物
回
収
事
業
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
資
源
物
回
収
事
業
の

実
施
団
体
お
よ
び
回
収
量

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ

れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
、

子
ど
も
会
な
ど
の
活
動
縮

小
な
ど
に
よ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
令
和
３

年
度
の
資
源
物
回
収
事
業

に
よ
る
回
収
量
は
約
１
２

７
９
ト
ン
で
あ
り
、
市
の

総
リ
サ
イ
ク
ル
量
の
約
10

・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雪
車
の
現
在
の
位
置
に
加

え
、
除
雪
車
が
移
動
中
で

あ
る
の
か
、
作
業
中
で
あ

る
の
か
を
職
員
が
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
実
績

報
告
の
確
認
に
お
い
て
も
、

手
作
業
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
た
稼
働
時
間
等
を
デ
ー

タ
で
管
理
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

除
雪
業
者
が
撮
影
し
た
画

像
を
送
信
し
、
職
員
が
確

認
す
る
こ
と
で
、
現
地
に

行
か
な
く
て
も
作
業
状
況

等
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
除
雪
業
務
の

効
率
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、

引
き
続
き
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
除
雪
業
務
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

問　
市
民
へ
の
除
雪
状
況

の
公
開
の
在
り
方
に
つ
い

て
伺
う
。

　
除
雪
状
況
の
公
開
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
除
雪
車
の

資
源
物
回
収
事
業
の
取
組

に
つ
い
て
は
、
市
民
が
資

源
物
回
収
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
ご
み
減
量
に

つ
い
て
の
啓
発
効
果
が
非

常
に
高
く
、
さ
ら
に
、
資

源
物
回
収
の
奨
励
金
は
地

域
活
動
の
財
源
と
し
て
活

用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

市
民
協
働
の
取
組
と
し
て

非
常
に
効
果
が
高
い
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

問　
燃
や
せ
る
ご
み
の
排

出
量
削
減
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
の
認
識
を
伺
う
。

　
燃
や
せ
る
ご
み
の
排

出
量
実
績
は
、
新
ご
み
焼

却
施
設
に
お
け
る
本
市
へ

の
排
出
割
当
量
を
超
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
ご
み

焼
却
施
設
整
備
に
要
し
た

費
用
は
、
排
出
量
の
割
合

で
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
衛
生
的
な

ご
み
の
処
理
お
よ
び
財
政

負
担
の
観
点
か
ら
、
燃
や

せ
る
ご
み
の
排
出
量
の
削

減
に
向
け
た
取
組
を
重
点

的
に
行
う
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

位
置
の
み
を
公
開
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
除
雪
車

が
作
業
中
で
あ
る
か
な
ど

に
つ
い
て
、
判
別
で
き
る

見
せ
方
が
可
能
で
あ
る
か

な
ど
を
検
証
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

作
業
中
の
動
画
の
公
開
に

つ
い
て
は
、
端
末
機
器
の

仕
様
上
困
難
で
す
。

問　
市
に
お
け
る
公
園
・

緑
地
等
の
公
共
施
設
を
雪

た
め
場
と
す
る
こ
と
へ
の

考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

　
公
園
・
緑
地
等
の
公

共
施
設
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
施
設
管
理
者
と
の
協

議
を
行
っ
た
上
で
、
市
が

行
う
公
共
除
雪
の
雪
た
め

場
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
は
都
市
公
園

37
か
所
、
緑
地
１
４
７
か

所
、
団
地
等
の
公
共
施
設

13
か
所
を
雪
た
め
場
と
し

て
使
用
し
ま
し
た
。
公
園

・
緑
地
に
つ
い
て
は
、
近

年
か
ら
雪
た
め
場
と
し
て

使
用
し
始
め
た
経
過
に
あ

り
、
雪
た
め
場
を
想
定
し

た
設
計
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
後
は
公
園
・
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問
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政
策
分
野

道
　
路

未
対
応
の
道
路
整
備
要
望
の
精
査

政
策
分
野

公
共
交
通

地
域
内
交
通
の
通
学
た
め
の
活
用
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問　
未
対
応
と
な
っ
て
い

る
道
路
整
備
等
の
市
民
要

望
に
係
る
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

　
市
民
か
ら
の
要
望
の

う
ち
、
未
対
応
と
な
っ
て

い
る
も
の
は
令
和
３
年
度

末
で
７
２
１
件
あ
り
、
前

年
度
か
ら
３
件
減
少
し
ま

し
た
。
全
て
の
要
望
に
対

応
す
る
に
は
約
45
億
円
の

費
用
が
か
か
る
と
試
算
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
緊

急
性
の
あ
る
も
の
な
ど
優

先
順
位
の
高
い
も
の
か
ら

対
応
し
て
い
ま
す
。
要
望

の
中
に
は
昭
和
期
か
ら
残

っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

基
本
的
に
文
書
に
よ
り
管

問　
地
域
内
交
通
を
児
童

・
生
徒
の
通
学
の
た
め
に

活
用
す
る
こ
と
に
関
す
る

検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

一
部
は
表
計
算
ソ
フ
ト
に

入
力
し
て
、
要
望
者
や
要

望
箇
所
等
を
整
理
し
て
い

ま
す
。
要
望
の
う
ち
、
既

に
解
消
さ
れ
て
い
る
も
の

や
、
地
域
と
の
調
整
に
よ

り
解
消
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
要
望
箇
所
の
整
備

の
必
要
性
を
見
極
め
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

※
な
お
本
件
に
つ
い
て
、

「
未
対
応
と
な
っ
て
い
る

道
路
整
備
要
望
の
精
査
」

に
つ
い
て
委
員
間
討
議
を

行
い
、
議
会
と
し
て
別
掲

２
の
と
お
り
要
望
的
意
見

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
湊
地
区
で
運
行
し
て

い
る
「
み
な
と
バ
ス
」
に

つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

み
ん
な
と
湊
ま
ち
づ
く
り

緑
地
の
整
備
の
段
階
で
、

雪
を
押
し
込
む
こ
と
の
で

き
る
配
置
な
ど
、
雪
た
め

場
と
し
て
の
使
用
を
想
定

し
た
設
計
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
運
営
し

て
い
る
住
民
主
体
の
バ
ス

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
通
学
の
た

め
の
活
用
を
検
討
す
る
場

合
に
は
、
採
算
性
の
問
題

は
あ
る
も
の
の
、
地
域
の

意
向
に
沿
っ
た
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
小
・
中

学
生
の
通
学
の
た
め
の
バ

ス
利
用
に
関
し
て
は
、
教

育
委
員
会
で
遠
距
離
通
学

の
た
め
の
助
成
制
度
を
行

っ
て
お
り
、
地
域
内
交
通

を
利
用
し
た
場
合
に
助
成

制
度
が
適
用
さ
れ
る
か
ど

う
か
は
、
教
育
委
員
会
と

の
調
整
が
必
要
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

※
な
お
本
件
に
つ
い
て
、

「
地
域
内
交
通
の
通
学
の

た
め
の
活
用
」
に
つ
い
て

委
員
間
討
議
を
行
い
、
議

会
と
し
て
別
掲
３
の
と
お

り
要
望
的
意
見
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

別掲２　要望的意見
未対応となっている道路整備要望の精査について
決算審査において、舗装新設、補修、側溝整備など、道路に関
する市民からの要望のうち、引き続き721件が未対応のままであ
り、市民要望に十分に応えられていない現状が明らかとなった。
また、市民要望の中には、昭和期に要望されたままとなってい
るものや、同じ箇所について異なる要望が寄せられているものな
ど、調査や確認により解消できるものもあるが、現状の文書によ
る管理方法では、効率的な精査を行うことは困難であると考える。
今後は、地区への意向聴取や現地確認を行うなど、未対応とな
っている要望についての精査を行いながら市民要望に対応してい
くとともに、要望事項の管理についても、デジタル化を行い効率
化していくことが必要であり、これらを行うための十分な予算確
保に取り組むことを要望するものである。

別掲３　要望的意見
地域内交通の通学のための活用について
議会による市民との意見交換会などにおいて、地
域内交通を通学のために利用したいという要望が寄
せられているが、通学のための公共交通の利用につ
いては、教育委員会で遠距離通学のための助成制度
を行っており、地域内交通を利用した場合に助成制
度が適用されるかどうかは、教育委員会との調整が
必要となる。遠距離通学のための助成制度について
は、地域によって対象となる要件が異なることか
ら、地域内交通の活性化のためにも、教育委員会と
協議し、地域の実情に合った地域内交通の活用が図
られるよう、要望するものである。

特

集

審

議

結

果

賛
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政
策
分
野

行
政
運
営

社
会
の
変
化
に
応
じ
た
組
織
再
編
等

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計

決
算
の
審
査
に
お
い
て
、

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
通

学
支
援
に
つ
い
て
、
要
望

的
意
見
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
の
で
掲
載
し
ま
す

（
別
掲
５
、
別
掲
６
）。

そ
の
他
の

要
望
的
意
見

8

問　
地
域
の
課
題
に
対
応

し
て
い
く
た
め
の
組
織
と

人
員
配
置
の
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

　
行
政
機
構
の
見
直
し

や
人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、

所
管
部
局
か
ら
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
す
る
と
と
も
に
、
副

部
長
会
議
や
部
長
会
議
で

の
協
議
を
踏
ま
え
て
、
必

要
が
あ
れ
ば
見
直
し
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
前
提
の

考
え
と
し
て
、
ま
ず
戦
略

が
あ
り
、
次
に
具
体
的
な

事
業
ス
キ
ー
ム
が
あ
っ
て
、

そ
れ
ら
を
支
え
る
組
織
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
業
務
の
中
で
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
き
る
も

の
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に

検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ

り
、
今
後
も
全
体
的
な
視

点
か
ら
行
政
機
構
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※
な
お
本
件
に
つ
い
て
、

「
社
会
の
変
化
に
応
じ
た

組
織
再
編
と
人
員
配
置
の

在
り
方
」
に
つ
い
て
委
員

間
討
議
を
行
い
、
議
会
と

し
て
別
掲
４
の
と
お
り
要

望
的
意
見
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

議案第50号
令和４年度
一般会計
補正予算

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
促
進
に
係
る
市

の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
は
、
法
律
に
基

づ
く
事
務
で
あ
り
、
国
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
促
進
の
目
標
に
あ
わ
せ

て
、
市
も
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
普
及
し
、

行
政
手
続
き
の
簡
略
化
と

当
該
事
務
負
担
の
軽
減
が

進
め
ば
、
そ
れ
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
る
職
員
の
時
間

を
、
他
の
行
政
課
題
の
解

決
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
経
費
の
ほ
か
、
新

た
に
必
要
と
な
っ
た
経
費
、
決
算
剰
余
金
の
確
定
に
伴

う
調
整
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

別掲５　要望的意見
特別支援教育の充実に向けた取組について
特別支援学級に在籍する児童・生徒数は年々増加しており、
また、通常学級においても、特別な支援を必要とする児童・
生徒が一定数在籍している状況にある。一人一人の状況に応
じた教育を充実させていくため、教育現場における専門性の
高い人材確保に向けた取組が必要である。このため、県に対
してスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーな
どの専門スタッフの充実について要望するとともに、特別支
援教育支援員について、専門性に見合った雇用条件の改善を
行い、人材確保に努めることを要望するものである。

別掲６　要望的意見
地域の実情に応じた通学

支援について
地域の気象条件や、道路

の状況などにより、通学に
おける危険度は異なってい
るため、地域の実情に応じ
た、児童・生徒が安全に通
学するための支援が必要で
ある。通学における地域公
共交通の利用に対する助成
も含め、児童・生徒が安全
に通学するための支援につ
いて、早急に対応すること
を要望するものである。

別掲４　要望的意見
社会の変化に応じた組織再編と人員配置の在り方について
地域の課題として多くの市民要望が寄せられている空き家
問題は、まちづくり全体の課題であり、市としての組織的な
対応が必要である。また、幅広い地域の課題に対応するため
には、より一層住民自治を推進していく必要があるが、区長
会・町内会を担当する環境生活課と、住民自治を進める地域
づくり課の２課に市の所掌事務が分かれている状況にある。
社会の変化や地域の課題に対応するために、例えば、環境生
活課と地域づくり課の住民自治に関する所掌事務の一体化を
図るなど、戦略的に組織体制を見直すよう要望する。
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案件 請願・陳情内容 所管委員会における
審査経過および結果

本会議における
審議結果

陳情第５号
物価高騰の影響によ
る教育・保育施設等
の給食費上昇分に対
する保護者負担軽減
に係る支援について

（陳情者）
会津若松市幼児教育
振興協会　会長　
上嶋　啓子さん

　全ての幼稚園、保育所、
認定こども園、認可外保育
施設等の給食費の令和３年
度比上昇分について、新型
コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金を活用
し保護者負担軽減に係る支
援を早急に実施することに
ついて特段の措置を講じて
ほしい。

　文教厚生委員会では、一部の委員よ
り賛成の意見がありました。
〇賛成意見
　陳情者は、認定こども園等における
給食食材費の上昇の状況を具体的に示
し、保護者負担の軽減に係る支援の早
急な実施を求めている。物価高騰によ
り、市民生活は大きな影響を受けてい
る状況にあり、願意の趣旨当然である
と考えることから、本陳情に賛成する。
��

【審査結果】
　本陳情については、願意の趣旨当然
と認められることから採択すべきもの
と決められました。

採択

陳情第３号
湊町大字静潟地内市
道の補修等について

（令和４年６月定例
会からの継続審査）

　市道幹Ⅱ－21号線におけ
るガードレールの破損箇所
を修繕することなど、６点
について特段の措置を講じ
てほしい。 　陳情第３号および同第４号の陳情は、

６月28日付けで陳情者から取り下げの
申し出が提出されたことから、取り下
げに同意を与えるべきものと決められ
ました。

取り下げに
同意

陳情第４号
市道湊３－28号線
における視距の改良
について

（令和４年６月定例
会からの継続審査）

　次の事項について、特段
の措置を講じてほしい。
１　市道湊３－28号線にお
ける曲線部の法面を防草化
すること。
２　市道湊３－28号線にお
ける樹木の枝払いを行うこ
と。

９月定例会議で審査された陳情の審査の経
過と結果をお知らせします。

①
斎
藤　
基
雄 

議
員

・�

住
民
基
本
台
帳
事
務
費

（
令
和
４
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
）
ほ
か

②
譲
矢　
隆 

議
員

・�

除
雪
車
運
行
シ
ス
テ
ム

業
務
委
託
（
令
和
３
年

度
一
般
会
計
決
算
）
ほ

か
③
成
田　
芳
雄 

議
員

・�

生
活
保
護
費
返
還
金

（
令
和
３
年
度
一
般
会

計
決
算
）
ほ
か

④
吉
田　
恵
三 

議
員

・�

会
津
総
合
運
動
公
園
等

施
設
改
修
事
業
費
（
令

和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
）
ほ
か

⑤
原
田　
俊
広 

議
員

・�

庁
内
情
報
化
推
進
事
業

費
（
令
和
４
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
）
ほ
か

総
括
質
疑
を
行
っ
た
議
員
名
と
項
目

総
括
質
疑
を
行
っ
た
議
員
名
と
項
目

✿
議
案
第
75
号

　
令
和
４
年
度
会
津
若
松

市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

①
原
田　
俊
広 

議
員

・
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

追
加
提
案
さ
れ
た

議
案
に
対
す
る
質
疑

あいづわかまつ広報議会　 4．11．19

問　
会
津
総
合
運
動
公
園

に
新
た
に
整
備
す
る
施
設

の
管
理
運
営
に
つ
い
て
伺

う
。

　
新
た
に
整
備
す
る
施

設
に
つ
い
て
は
、
自
由
利

用
を
考
え
て
い
ま
す
が
、

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
指

定
管
理
施
設
と
し
て
委
託

す
る
予
定
で
協
議
し
て
い

ま
す
。
特
に
整
備
後
の
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
危
険
が
伴

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の

周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

小
・
中
学
生
の
利
用
に
際

し
て
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
と
保
護
者
等
の
同
伴

を
義
務
付
け
る
方
向
で
調

整
し
て
い
ま
す
。
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10

９月定例会議に提出された議案等とその審議結果
番号 件　　　　　名

13
教育委員会委員の任命につい
て
田中　裕志さん（大町一丁目）

14

固定資産評価審査委員会委員
の選任について
鈴木　勝人さん（米代二丁目）
皆川　由香さん（日新町）
長嶋　栄治さん（一箕町）
齋藤　孝市郎さん（北会津町）
佐藤　雅美さん（河東町）

以上、同意
諮　　　　問（１件）

２

人権擁護委員候補者の推薦に
ついて
酒井　完さん（神指町）
栗城　正治さん（一箕町）
古川　幹夫さん（河東町）
林　敬宰さん（東山町）

意見（同意）
意 見 書 案（３件）

４ 安倍晋三元内閣総理大臣の国
葬の中止について

否決

５
国会議員等と世界平和統一家
庭連合（旧統一教会）との関
係断絶について

６ 国葬に関する法整備等につい
て

以上、原案のとおり可決。なお、こ
の具現化を図るため、関係行政庁等
へ意見書を送付しました。

陳　　　　情（３件）

５

物価高騰の影響による教育・
保育施設等の給食費上昇分に
対する保護者負担軽減に係る
支援について
（会津若松市幼児教育振興協
会　会長　上嶋　啓子さん）

採択

３
湊町大字静潟地内市道の補修
等について
（令和４年６月定例会）

４
市道湊３－28号線における
視距の改良について
（令和４年６月定例会）

以上、取り下げに同意

番号 件　　　　　名
議　　　　案（26件）

50

令和４年度会津若松市一般会
計補正予算（第６号）
（以下第57号までの各会計補
正予算は会計名のみ記載）

51 国民健康保険特別会計
52 観光施設事業特別会計
53 地方卸売市場事業特別会計

54 扇町土地区画整理事業特別会
計

55 介護保険特別会計

56 三本松地区宅地整備事業特別
会計

57 後期高齢者医療特別会計

58
会津若松市職員の育児休業等
に関する条例の一部を改正す
る条例

59

会津若松市議会議員及び会津
若松市長の選挙における選挙
運動用自動車の使用の公営に
関する条例等の一部を改正す
る条例

60
会津若松市簡易水道事業の設
置等に関する条例の一部を改
正する条例

61
会津都市計画事業扇町土地区
画整理事業施行規程の一部を
改正する条例

62 会津若松市手数料条例の一部
を改正する条例

75 令和４年度会津若松市一般会
計補正予算（第７号）

以上、原案のとおり可決

63 住居表示実施区域の変更及び
方法について

64 町及び字の区域の変更につい
て

65 市道の認定について
66 市道の廃止について
67 市道の変更について

68 城前団地更新住宅第４棟新築
工事請負契約の締結について

69 令和３年度会津若松市水道事
業剰余金の処分について

70 令和３年度会津若松市下水道
事業剰余金の処分について

71 議員の派遣について
（総務委員会行政調査）

番号 件　　　　　名

72 議員の派遣について
（文教厚生委員会行政調査）

73 議員の派遣について
（産業経済委員会行政調査）

74 議員の派遣について
（建設委員会行政調査）

以上、可決
報　　　　告（８件）

10 監査の結果報告について

11
教育に関する事務の管理及び
執行の状況の点検及び評価結
果について

12 令和３年度会津若松市一般会
計継続費精算報告書について

13
令和３年度決算に基づく健全
化判断比率及び資金不足比率
について

14 公益財団法人会津若松文化振
興財団経営状況報告について

15
一般財団法人会津若松観光ビ
ューロー経営状況報告につい
て

16
一般財団法人会津若松市勤労
者福祉サービスセンター経営
状況報告について

17 株式会社まちづくり会津経営
状況報告について
承　　　　認（13件）

２

令和３年度会津若松市一般会
計歳入歳出決算の認定につい
て
（以下第12号までの決算の認
定は会計名のみ記載）

３ 国民健康保険特別会計
４ 観光施設事業特別会計
５ 地方卸売市場事業特別会計

６ 扇町土地区画整理事業特別会
計

７ 介護保険特別会計

８ 三本松地区宅地整備事業特別
会計

９ 後期高齢者医療特別会計
10 水道事業会計
11 簡易水道事業会計
12 下水道事業会計

以上、認定
※�アミかけ部分が採決で賛否が分か
れた案件です。
※�アミかけ以外は全会一致による可
決や採択等を表しています。
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令和４年９月定例会議の賛否一覧　　��

会派名　　　
議員名

議案等名

議決結果 反
対:

 
賛
成

市民クラブ フォーラム会津 創風あいづ みらい 社民フォ 共産 公明党 社 夢
髙
橋

　
義
人

小
倉
孝
太
郎

清
川

　
雅
史

戸
川

　
稔
朗

石
田

　
典
男

内
海

　
　
基

長
郷
潤
一
郎

古
川

　
雄
一

中
島

　
好
路

渡
部

　
　
認

吉
田

　
恵
三

村
澤

　
　
智

横
山

　
　
淳

目
黒
章
三
郎

小
畑

　
　
匠

後
藤

　
守
江

大
竹

　
俊
哉

髙
梨

　
　
浩

丸
山
さ
よ
子

松
崎

　
　
新

原
田

　
俊
広

斎
藤

　
基
雄

奥
脇

　
康
夫

大
山

　
享
子

譲
矢

　
　
隆

成
田

　
芳
雄

議案第50号
令和４年度会津若松市一
般会計補正予算（第６号）

原案可決 23：2 ○○－○○○○○○○○○○○○○○○○○●
　
●
討
○○○○

承認第２号
令和３年度会津若松市一
般会計歳入歳出決算の認
定について

認定 22：3 ○○－○○○○○○○○○○○○○○○○○●
　
●
討
○○

　
●
討
○

意見書案第４号
安倍晋三元内閣総理大臣
の国葬の中止について

否決 11:14 ●
　
●
討
－●●

　
○
討
○○●●●●●○●●●○○○

　
○
討
○●●○○

意見書案第５号
国会議員等と世界平和統
一家庭連合（旧統一教会）
との関係断絶について

原案可決 14:11 ●●－●●○●○○○○○●○●●
　
●
討
○○○

　
○
討
○●●○○

意見書案第６号
国葬に関する法整備等に
ついて

原案可決 20：5 ○○－○●
　
○
討
○○○○○○○○○●○○○○●

　
●
討
○○●○

※　○は賛成　●は反対　欠は欠席　討は討論がなされた案件
※　議長（清川雅史）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　みらい⇒みらいの会　社民フォ⇒社民フォーラム　共産⇒日本共産党会津若松市議団
　　　　　　　　　　　　　　　社⇒社会民主党・市民連合　夢⇒夢クラブ

議案第50号　令和４年度会津若松市一般会計補正予算（第６号）

反対
　斎藤 基雄 議員

本案歳出の部には、個人番号カード普及促進等に係る経費が計上されている。個人番号カード
は、国が国民に押し付けるものではなく、国民の申請により交付するとの法の定めがあるにも関

わらず、カードへの健康保険証機能の義務化など、国民がカードを持たざるを得ない環境を強引に作るな
ど違法な動きがあり反対する。

承認第２号　令和３年度会津若松市一般会計歳入歳出決算の認定について

反対
　斎藤 基雄 議員

本案歳出の部には個人番号カードに係る支出があり、議案第50号と同じ理由に加え、その関連
経費が5,700万円以上にも上ることは税金の無駄遣いであると考える。また、同じく歳出の部の

自衛官適齢者名簿提出に係る支出では、自己情報の名簿除外を求める市民の声を無視しており、基本的人
権を否定するもので認められない。

反対
　譲矢　隆 議員

本決算には、フッ化物洗口事業補助金が含まれているが、今、学校や幼児教育・保育施設にお
いては、コロナ対策も加わり多忙化状態にある事から事故の発生が危惧される。教師や保育士等

の方々にとって本来業務ではないフッ化物洗口作業は、集団で実施することによる強制力や、ひとたび事
故が発生すれば多くの子どもを巻き込む危険が高まる恐れがある事から反対する。

討論は、表決の前に議題になっている案件に対し、賛成か反対
かの自己の意見を表明することをいいます。なお、９月定例会議
で討論があったもの全てを掲載しています。

本市では、討論に先立ち議員間討議を位置付け、議論の経過を
含めた説明責任を適切に果たすこととしています。

特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

賛
否
一
覧
、
討
論



12

意見書案第４号　安倍晋三元内閣総理大臣の国葬の中止について

反対
　小倉 孝太郎 議員

本意見書案が可決されても国葬の前日の
ため、関係機関への送付が物理的に難しく

有意性がないこと。議会への提出も期限間際であ
り、多くの賛同を得られるよう内容を精査する努力
をしてきた先例に反すること。中止の論拠とする法
的根拠も、慣習法の観点から認められるとする法学
者もいること。以上の３点の理由により反対する。

賛成
　原田 俊広 議員

本意見書案は、安倍晋三元内閣総理大臣
の「国葬」に反対し中止を求めるものであ

る。法的な根拠が無く、多額の税金が使われ、故安
倍元首相に対する評価も大きく分かれているだけで
なく、憲法の「法の下の平等」「信仰と良心の自由」
規定にも違反するものとして、各世論調査でも国民
の多数が反対しており、中止は当然である。

意見書案第５号　国会議員等と世界平和統一家庭連合（旧統一教会）との関係断絶について

反対
　大竹 俊哉 議員

容疑者は、現在精神鑑定中であり、犯行
動機等が確定されていない状態での判断は

拙速である。また、裁判に影響を与えるような意見
書を公判開始前に採択することは、司法の独自性に
干渉する。相談窓口の設置は国が行うべきと考える。
被害者救済の趣旨は理解するが、時期尚早であるこ
と、遵法精神にのっとり反対する。

賛成
　原田 俊広 議員

本意見書案は、旧統一教会による被害と
国会議員等と旧統一教会との関係を調査す

る特別委員会を国会に設置すること、被害救済のた
めの相談窓口等の支援体制をつくること、反社会的
な活動を規制し信教の自由を守ることを求めたもの
であり、旧統一教会と国会議員等との関係断絶は当
然必要なことであるため賛成する。

意見書案第６号　国葬に関する法整備等について
意見書案第４号　安倍晋三元内閣総理大臣の国葬の
中止についておよび同第６号　国葬に関する法整備
等について

反対
　斎藤 基雄 議員

本意見書案は、安倍元総理の国葬実施に
対する強い疑問に基づくもので、その趣旨

に異議はないが、国葬について法整備がされていな
いことは、憲法の「法の下の平等」に照らし違憲と
なるためと考えるべきであり、国葬は法定ではな
く、国会での議論を踏まえ、国民多数の世論に基づ
き実施が判断されるべきことから反対する。

賛成
　内海　基 議員

国葬に関する明確な規定や基準がないに
もかかわらず、国会の審議を経ずに実施を

決定し、さらに十分な説明が行われてこなかったこ
とから、国葬に反対する意見が強まっている。今後、
国葬のあり方についての議論を促していくために市
民意見を踏まえた議会の意思を示す必要があると考
えることから賛成する。

※�意見書案（第4号から第6号）
の討論はこちらから� ⇒
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国会議員等と世界平和統一家庭連合（旧統
一教会）との関係断絶について(抜粋)
１　世界平和統一家庭連合（旧統一教会）
による被害者の救済等を目指す調査委員
会を設置して、被害の実態調査及び議員
との関係解明等を行うこと。

２　被害者や「宗教２世」等の相談窓口を
行政等に設置し、支援する体制を確立す
ること。

３　信教の自由を守ると同時に、反社会的
な活動を行う団体を規制する法律の整備
を行うこと。

　以上３点について、内閣総理大臣、総務
大臣等関係機関へ意見書を送付しました。

意見書とは、地方自治法第99条に基づき、地
方公共団体の公益に関することに関して、議会の
意思を意見としてまとめた文書です。議会は、そ
の意見書を国会または関係行政庁に提出すること
ができます。
今定例会議で可決された意見書の内容は、次の

とおりです。

意 見 書

国葬に関する法整備等について(抜粋)
１　国葬に関する法整備を進めること。
２�　法律に基づかない国葬は執り行わないこと。

以上２点について、内閣総理大臣、衆議院議
長等関係機関へ意見書を送付しました。
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問

市の考えを問う

９
月
定
例
会
議
の
一
般
質
問
は
、
９
月
５
日

か
ら
７
日
ま
で
行
わ
れ
、
20
名
の
議
員
が
登
壇

し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
、
一
人
一
項
目

と
し
、
分
野
別
に
掲
載
し
ま
し
た
。
各
議
員
の

名
前
の
下
に
掲
載
し
て
あ
る
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
か
ら
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
映
像
に
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
）

一般質問は、市政全般
の事務事業について市
の方針をただすもので
す。
定例会議録画映像のト
ップページはこちらか
ら

⇒　　　　

行
・
財
政

古
川　
雄
一 

議
員........................
Ｐ
14

今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
伺
う

小
畑　
　
匠 

議
員........................

Ｐ
14

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
取
組
を
動
画
で
説
明
す
べ
き

丸
山
さ
よ
子 

議
員........................

Ｐ
14

高
校
通
学
費
用
の
負
担
軽
減
を

奥
脇　
康
夫 

議
員........................

Ｐ
15

男
性
ト
イ
レ
へ
汚
物
入
れ
の
設
置
を

小
倉
孝
太
郎 

議
員........................

Ｐ
15

市
税
の
傾
斜
的
減
税
を
行
う
べ
き
で
は

大
竹　
俊
哉 

議
員........................

Ｐ
15

予
定
価
格
事
前
公
表
に
対
す
る
考
え
は

長
郷
潤
一
郎 

議
員........................

Ｐ
16

県
立
病
院
跡
地
周
辺
の
再
編
は

成
田　
芳
雄 

議
員........................

Ｐ
16

大
戸
地
区
の
活
性
化
に
道
の
駅
建
設
を

生
活
・
環
境

大
山　
享
子 

議
員........................

Ｐ
16

ご
み
減
量
化
へ
の
市
民
協
働
の
取
組
は

健
康
・
福
祉

原
田　
俊
広 

議
員........................

Ｐ
17

新
た
な
局
面
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
提
案

渡
部　
　
認 

議
員........................

Ｐ
17

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
設
置
の
成
果
は

内
海　
　
基 
議
員........................

Ｐ
17

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
給
付
事
業
を

譲
矢　
　
隆 

議
員........................

Ｐ
18

公
立
教
育
・
保
育
施
設
の
在
り
方
問
う

産
業
・
経
済 

村
澤　
　
智 

議
員........................
Ｐ
18

実
効
性
の
あ
る
有
害
鳥
獣
対
策
を

斎
藤　
基
雄 

議
員........................

Ｐ
18

農
業
生
態
学
に
基
づ
く
農
業
の
実
践
は

中
島　
好
路 

議
員........................

Ｐ
19

ク
マ
出
没
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
は

目
黒
章
三
郎 

議
員........................

Ｐ
19

本
市
の
水
田
活
用
対
策
の
考
え
は

建
設
・
都
市
計
画

松
崎　
　
新 

議
員........................

Ｐ
19

大
戸
、
湊
地
区
へ
市
営
住
宅
の
整
備
を

教
育
・
文
化

髙
橋　
義
人 

議
員........................

Ｐ
20 

支
援
員
を
増
員
し
教
育
環
境
の
向
上
を

吉
田　
恵
三 

議
員........................

Ｐ
20

公
民
館
へ
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
は
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問　
令
和
３
年
度
の
本
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
附
額
は
、
３
９
５
１
万

円
で
し
た
。
県
内
13
市
の

中
で
は
11
番
目
で
あ
り
、

ト
ッ
プ
の
福
島
市
の
約
30

分
の
１
で
す
。
他
市
に
比

べ
て
か
な
り
低
い
で
す
が

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る

考
え
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

財
源
の
確
保
だ
け
で
は
な

く
、
返
礼
品
を
通
じ
た
本

市
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
と
活
性

化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問　
寄
附
額
の
目
標
は
あ

り
ま
す
か
。

答 　
寄
附
の
目
標
額
は
、

前
年
度
以
上
の
寄
附
額
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

問　
Ｐ
Ｒ
方
法
と
、
そ
の

効
果
と
認
識
を
伺
い
ま
す
。

問　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

取
組
や
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
な
ど
住
民
に

説
明
が
必
要
な
事
業
は
、

紙
媒
体
や
口
頭
で
の
説
明

だ
け
で
は
な
く
、
動
画
を

使
っ
て
説
明
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　

令
和
２
年
度
よ
り

「
会
津
の
宝
探
し
∞
（
ア

ペ
イ
ロ
ン
）」
を
放
送
し
、

放
送
後
に
は
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
公
開
す
る
な
ど
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
含
め
た

市
の
取
組
等
を
動
画
に
よ

っ
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
推
進
交
付
金
事
業
で
構

築
予
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
含

め
、
市
の
取
組
を
分
か
り

や
す
く
お
伝
え
す
る
動
画

問　
市
内
の
高
校
生
の
中

に
は
通
学
費
用
が
年
間
約

21
万
円
に
な
り
、
負
担
軽

減
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま

す
。
通
学
距
離
が
長
い
こ

と
や
兄
弟
・
姉
妹
で
通
学

し
て
い
る
世
帯
等
、
高
額

に
な
る
場
合
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
通
学
費
用
が
負
担

と
な
り
、
進
路
の
選
択
肢

が
狭
め
ら
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
本
市
の
実
態
や

他
自
治
体
の
取
組
を
調
査

研
究
し
、
通
学
費
用
の
負

担
軽
減
を
図
る
取
組
を
実

施
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
市
内
の
高
校
生
の
通

学
手
段
は
、
自
転
車
お
よ

び
家
族
の
送
迎
が
大
半
を

占
め
て
い
ま
す
が
、
鉄
道
、

路
線
バ
ス
も
一
定
の
利
用

が
あ
り
ま
す
。
都
市
部
と

今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
伺
う

答 ��

寄
附
額
の
増
加
に
向
け
て
改
善
を
図
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

古
川
　
雄
一 

議
員

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
取
組
を
動
画
で
説
明
す
べ
き

高
校
通
学
費
用
の
負
担
軽
減
を

答 ��

作
成
を
予
定
し
て
い
る

答 ��

負
担
軽
減
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く

み
ら
い
の
会

小
畑
　
匠 

議
員

社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

丸
山
　
さ
よ
子 

議
員

行  ・ 財  政

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ

Ｒ
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
チ
ラ
シ
の
配
布
等

様
々
な
手
法
を
用
い
て
行

っ
て
お
り
、
効
果
は
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
今
後
の
本
市
の
返
礼

品
や
取
組
に
対
す
る
考
え

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
今
後
も
魅
力
あ
る
返

礼
品
の
充
実
に
努
め
、
寄

附
額
の
増
加
に
向
け
、
必

要
な
改
善
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
文
化
財
の
保
存
活
用

答

に
つ
い
て
も
作
成
を
予
定

し
て
お
り
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
理
解
し
や

す
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る

よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

問　
防
災
機
能
の
向
上
に

向
け
て
、
消
防
団
向
け
ア

プ
リ
を
導
入
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答 　
消
防
団
の
意
向
や
他

自
治
体
の
活
用
状
況
、
費

用
対
効
果
な
ど
を
研
究
し

た
う
え
で
、
活
用
に
つ
い

て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽ 
伝
統
文
化
の
継
承
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

比
較
し
て
運
賃
設
定
が
割

高
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
家

計
へ
の
影
響
は
生
じ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

湊
地
区
な
ど
走
行
距
離
が

長
い
場
合
、
割
引
率
を
適

用
し
て
も
高
額
に
な
る
こ

と
か
ら
市
公
共
交
通
会
議

に
お
い
て
も
負
担
軽
減
に

つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
通
学
で
の
利
用
者

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、

学
ぶ
機
会
の
確
保
や
子
育

て
支
援
の
観
点
を
含
め
て
、

他
自
治
体
の
事
例
に
つ
い

て
も
情
報
収
集
し
な
が
ら

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

令和４年６月より返
礼品がリニューアル
されました
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特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

賛
否
一
覧
、
討
論

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

問　
男
性
特
有
の
前
立
腺

が
ん
お
よ
び
男
性
の
罹
患

率
が
高
い
ぼ
う
こ
う
が
ん

は
、
手
術
後
、
頻
尿
や
尿

漏
れ
が
起
き
や
す
く
、
尿

漏
れ
パ
ッ
ド
が
欠
か
せ
な

く
な
り
ま
す
。
本
市
で
も

生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

や
公
民
館
な
ど
、
市
民
が

出
入
り
す
る
施
設
を
中
心

に
男
性
ト
イ
レ
の
個
室
へ

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
認
識
を
示
し
て
く
だ

さ
い
。

答 　
多
目
的
ト
イ
レ
や
男

性
用
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す

る
必
要
性
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
多
目
的
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
、
栄
町

第
一
庁
舎
を
は
じ
め
各
施

設
に
お
い
て
、
サ
ニ
タ
リ

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

加
え
て
、
緊
迫
し
た
世
界

情
勢
や
天
候
不
順
に
よ
り
、

生
鮮
食
料
品
を
は
じ
め
と

す
る
日
常
生
活
用
品
な
ど

の
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

一
方
で
、
所
得
が
増
加
し

て
い
る
傾
向
も
見
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
今
は
す
べ
て

の
市
民
生
活
に
関
わ
る
緊

急
事
態
に
直
面
し
て
い
る

と
考
え
る
た
め
、
本
市
独

自
の
緊
急
的
措
置
と
し
て
、

固
定
資
産
税
を
は
じ
め
と

し
た
市
税
の
傾
斜
的
減
税

を
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 　
市
税
は
、
公
平
・
中

立
・
簡
素
の
基
本
原
則
に

の
っ
と
り
賦
課
徴
収
を
し

て
お
り
、
財
政
運
営
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
に
確
保

問　
国
は
公
共
工
事
に
お

い
て
、
最
低
制
限
価
格
や

低
入
札
調
査
基
準
価
格
を

設
け
る
場
合
に
は
、
予
定

価
格
を
事
後
公
表
と
す
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
が
、

予
定
価
格
を
事
前
に
公
表

す
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
メ
リ
ッ
ト
は
事
業
者

か
ら
職
員
へ
の
働
き
か
け

の
防
止
、
入
札
不
調
の
減

少
、
競
争
性
の
向
上
に
よ

る
落
札
価
格
の
低
下
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
デ
メ

リ
ッ
ト
は
事
業
者
の
見
積

努
力
を
損
な
う
こ
と
、
積

算
を
行
わ
ず
に
受
注
す
る

こ
と
に
よ
る
工
事
品
質
の

低
下
、
く
じ
引
き
増
加
に

よ
る
競
争
性
の
低
下
、
落

札
価
格
の
高
止
ま
り
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

市
税
の
傾
斜
的
減
税
を
行
う
べ
き
で
は

予
定
価
格
事
前
公
表
に
対
す
る
考
え
は

男
性
ト
イ
レ
へ
汚
物
入
れ
の
設
置
を

答 ��

財
源
減
収
へ
の
補
て
ん
策
が
課
題

答 ��

弊
害
は
生
じ
て
い
な
い
も
の
と
認
識

答 ��

今
後
も
取
組
を
進
め
て
い
く

市
民
ク
ラ
ブ

小
倉
　
孝
太
郎 

議
員

み
ら
い
の
会

大
竹
　
俊
哉 

議
員

公
明
党

奥
脇
　
康
夫 

議
員

ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
男
性

用
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ

ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
つ

い
て
も
、
一
部
の
公
民
館

で
設
置
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
令
和
４
年
度
は
、

庁
舎
で
は
栄
町
第
一
庁
舎

お
よ
び
栄
町
第
二
庁
舎
、

公
民
館
で
は
生
涯
学
習
総

合
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
公
民

館
の
一
部
に
お
い
て
設
置

を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ

り
、
今
後
も
取
組
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
会
津
漆
器
産
業

▽ 

平
和
首
長
会
議
と
核
兵

器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

す
る
必
要
が
あ
り
、
傾
斜

的
な
減
税
は
税
の
基
本
原

則
と
の
整
合
性
が
取
れ
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
財
源
減
収
へ

の
補
て
ん
策
が
課
題
と
な

る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
な

財
源
を
確
保
し
た
う
え
で

必
要
な
給
付
等
の
支
援
策

を
講
じ
る
こ
と
が
適
切
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
エ
コ
カ
ー
等
を
購
入

す
る
際
の
本
市
独
自
の
補

助
金
は
検
討
さ
れ
ま
す
か
。

答 　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
会
津
若
松
」
の
実
現

に
向
け
て
、
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問　
国
や
県
は
予
定
価
格

を
事
前
公
表
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
市
の
今
後
の
考
え

方
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
市
で
は
、
予
定
価
格

を
事
前
に
探
ろ
う
と
す
る

働
き
か
け
や
予
定
価
格
の

漏
え
い
防
止
、
公
表
さ
れ

た
価
格
内
で
の
競
争
性
の

向
上
等
を
期
待
し
、
制
限

付
一
般
競
争
入
札
の
場
合

に
予
定
価
格
の
事
前
公
表

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ

た
よ
う
な
弊
害
は
生
じ
て

い
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
も
入
札
状
況
に
つ
い

て
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

行  ・ 財  政



16

特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

賛
否
一
覧
、
討
論

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

問　
県
立
病
院
跡
地
周
辺

の
公
共
施
設
の
再
編
は
。

答 　
県
立
病
院
跡
地
の
利

活
用
は
、
令
和
４
年
度
に

施
設
の
規
模
・
機
能
を
含

め
た
基
本
計
画
を
ま
と
め

る
た
め
、
周
辺
の
公
共
施

設
の
再
編
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
を
踏
ま
え
た
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
県
立
病
院
跡
地
利

活
用
と
の
整
合
性
は
。

答 　
「
県
立
病
院
跡
地
利

活
用
基
本
構
想
」
に
お
い

て
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
推
進
は
不
可
欠
で

あ
る
と
示
し
て
い
ま
す
。

導
入
を
検
討
し
て
い
る
機

能
の
う
ち
「
多
目
的
ス
ペ

ー
ス
」
は
、
児
童
館
の
代

替
機
能
と
し
て
の
活
用
可

能
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討

問　
会
津
縦
貫
南
道
路
の

整
備
は
、
大
戸
町
の
地
域

活
性
化
に
絶
好
の
機
会
で

す
。
会
津
美
里
町
と
協
働

で
道
の
駅
の
建
設
を
計
画

す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

答 　
道
の
駅
の
整
備
は
、

相
当
の
整
備
費
や
設
置
要

件
を
満
た
す
場
所
の
選
定

等
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
縦
貫
南

道
路
の
整
備
ル
ー
ト
が
不

明
確
で
す
が
、
整
備
区
間

に
指
定
さ
れ
れ
ば
、
具
体

的
な
議
論
を
行
う
条
件
が

整
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
昭
和
63
年
に
大
戸
地

区
の
一
部
が
大
規
模
既
存

集
落
地
域
と
指
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
13
年
12

月
定
例
会
で
公
営
住
宅
等

の
建
設
や
、
地
区
計
画
等

を
策
定
し
農
村
地
域
の
活

性
化
を
図
る
べ
き
と
提
案

し
、
官
民
協
力
に
よ
る
公

的
賃
貸
住
宅
を
中
心
に
調

査
・
研
究
す
る
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
将
来
の
大

戸
地
区
の
活
性
化
を
ど
の

よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

答 　
現
在
法
律
が
変
わ
り
、

大
規
模
既
存
集
落
の
制
度

は
無
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

調
整
区
域
の
立
地
基
準
が

緩
和
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

よ
う
な
制
度
を
活
用
し
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治

の
在
り
方
と
し
て
、
地
域

の
皆
様
方
と
一
緒
に
地
域

活
力
の
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問　
市
民
が
ご
み
の
減
量

を
意
識
し
て
い
く
た
め
に

は
、
市
民
協
働
の
取
組
を

市
民
に
分
か
り
や
す
い
形

で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
が
、

認
識
を
伺
い
ま
す
。

答 　
ご
み
の
分
別
と
減
量

に
は
、
市
民
の
皆
様
と
連

携
し
た
取
組
が
不
可
欠
で

あ
り
、「
市
民
・
行
政
と

の
連
携
、
協
働
の
取
組
の

推
進
」
を
重
点
施
策
と
位

置
付
け
、
職
員
が
、
地
域

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

伺
い
、
地
域
の
皆
様
と
直

接
対
話
し
な
が
ら
、
疑
問

や
提
案
を
聞
く
取
組
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
、
ご
み

減
量
化
の
実
践
者
、
市
民

団
体
、
事
業
者
な
ど
の
話

を
伺
い
な
が
ら
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
、
ご
み
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

連
携
し
て
対
策
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

問　
高
齢
者
の
ご
み
出
し

支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 　
高
齢
者
の
日
常
生
活

に
関
す
る
課
題
の
一
つ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

ご
み
出
し
の
課
題
の
増
加

も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
住

民
同
士
の
支
え
合
い
の
輪

を
広
げ
る
な
ど
、
関
係
機

関
や
住
民
の
方
々
と
連
携

し
な
が
ら
、
支
援
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

大
戸
地
区
の
活
性
化
に
道
の
駅
建
設
を

ご
み
減
量
化
へ
の
市
民
協
働
の
取
組
は

県
立
病
院
跡
地
周
辺
の
再
編
は

答 ��

縦
貫
道
の
整
備
を
鑑
み
対
応
す
る

答 ��

地
域
の
皆
様
と
の
直
接
対
話
を
進
め
る

答 ��

県
病
跡
地
利
活
用
計
画
を
踏
ま
え
検
討

夢
ク
ラ
ブ

成
田
　
芳
雄 

議
員

公
明
党

大
山
　
享
子 

議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

長
郷
　
潤
一
郎 

議
員

し
て
お
り
、
公
共
施
設
の

機
能
や
総
量
の
最
適
化
に

意
を
用
い
て
、
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問　
給
食
費
無
料
化
な
ど
、

子
育
て
支
援
に
お
け
る
親

の
経
済
的
負
担
軽
減
に
つ

い
て
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答 　
子
育
て
支
援
は
、
経

済
的
な
負
担
軽
減
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
の
遊
び
場

な
ど
を
含
め
て
、
子
育
て

環
境
整
備
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
環
境
整
備

▽ 

有
害
鳥
獣
の
駆
除
と
活

用

行  ・ 財  政

生 活 ・ 環 境
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特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結
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賛
否
一
覧
、
討
論

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

問　
会
津
縦
貫
南
道
路
の

整
備
は
、
大
戸
町
の
地
域

活
性
化
に
絶
好
の
機
会
で

す
。
会
津
美
里
町
と
協
働

で
道
の
駅
の
建
設
を
計
画

す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

答 　
道
の
駅
の
整
備
は
、

相
当
の
整
備
費
や
設
置
要

件
を
満
た
す
場
所
の
選
定

等
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
縦
貫
南

道
路
の
整
備
ル
ー
ト
が
不

明
確
で
す
が
、
整
備
区
間

に
指
定
さ
れ
れ
ば
、
具
体

的
な
議
論
を
行
う
条
件
が

整
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
昭
和
63
年
に
大
戸
地

区
の
一
部
が
大
規
模
既
存

集
落
地
域
と
指
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
13
年
12

月
定
例
会
で
公
営
住
宅
等

の
建
設
や
、
地
区
計
画
等

を
策
定
し
農
村
地
域
の
活

問　
新
型
コ
ロ
ナ
第
７
波

は
全
国
で
爆
発
的
な
感
染

拡
大
と
な
り
ま
し
た
が
、

本
市
で
の
感
染
状
況
の
特

徴
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
本
市
で
の
７
、
８
月

の
新
規
陽
性
者
は
合
計
で

５
１
８
７
件
、
各
年
代
で

幅
広
く
陽
性
者
が
確
認
さ

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

問　
第
７
波
と
い
う
新
た

な
局
面
に
立
っ
て
４
つ
の

緊
急
対
策
を
提
案
し
ま
す

の
で
認
識
を
示
し
て
く
だ

さ
い
。
第
一
に
、
無
症
状

者
の
無
料
検
査
の
継
続
と

市
民
へ
の
丁
寧
な
周
知
。

第
二
に
、
医
療
、
福
祉
、

教
育
・
保
育
の
各
施
設
へ

の
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
無

料
配
布
。
第
三
に
、
十
分

な
療
養
施
設
の
確
保
と
自

宅
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
濃
厚
接
触
者
へ
の

十
分
な
支
援
。
第
四
に
、

深
刻
な
状
態
が
続
く
地
元

へ
の
経
済
対
策
と
し
て
、

市
独
自
の
追
加
給
付
。

答 　
一
か
ら
三
点
目
ま
で

の
提
案
に
つ
い
て
は
、
県

に
対
し
て
要
望
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
濃
厚
接
触
者

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
、
安
心
し
て

自
宅
待
機
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
四

点
目
の
市
独
自
の
経
済
対

策
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
、
状
況
に
応
じ
た
支
援

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
成
年
後
見
制
度
の
主

な
課
題
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答 　
こ
れ
ま
で
も
、
制
度

の
周
知
、
人
材
育
成
等
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
よ

り
多
く
の
市
民
に
制
度
を

理
解
し
て
も
ら
い
、
必
要

な
方
を
円
滑
に
制
度
利
用

へ
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
令
和
４
年
７
月
に
会

津
地
方
11
市
町
村
が
連
携

し
て
開
所
し
た
「
会
津
権

利
擁
護
・
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
」
が
担
う
べ
き
役
割

と
期
待
さ
れ
る
成
果
を
伺

い
ま
す
。

答 　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
相

談
の
受
付
や
申
し
立
て
へ

の
助
言
、
後
見
人
へ
の
支

援
、
制
度
に
関
す
る
広
報

な
ど
、
成
年
後
見
人
制
度

の
利
用
促
進
に
向
け
た
総

合
的
な
窓
口
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
設
置
の

成
果
と
し
て
は
、
相
談
先

の
明
確
化
や
、
自
治
体
と

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

に
よ
り
支
援
が
必
要
な
方

の
早
期
発
見
と
早
期
支
援

が
可
能
と
な
り
、
職
員
や

支
援
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー

ト
や
、
勉
強
会
等
の
開
催

な
ど
を
通
じ
人
材
育
成
が

図
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽ 
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
推
進
交
付
金

▽
市
の
選
挙
事
務
等

問　
物
価
高
騰
対
策
と
し

て
生
活
困
窮
者
を
中
心
に

給
付
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
物
価
高
騰
は
全
市

民
の
生
活
の
負
担
に
な
っ

て
い
ま
す
。
全
市
民
を
対

象
と
し
た
新
た
な
給
付
事

業
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い

る
世
帯
に
対
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
生
活
支
援
臨
時
特

別
給
付
金
を
は
じ
め
と
し

た
各
種
給
付
事
業
に
加
え
、

本
市
独
自
の
物
価
高
騰
支

援
策
と
し
て
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
光
熱
費
助
成

事
業
な
ど
、
様
々
な
支
援

策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
全
て
の
市
民
の
皆

様
に
対
す
る
新
た
な
給
付

事
業
の
創
設
に
つ
い
て
は
、

対
象
者
の
範
囲
や
給
付
の

方
法
、
財
源
の
確
保
、
給

付
に
よ
る
効
果
な
ど
、
検

討
す
べ
き
課
題
も
あ
る
た

め
、
国
や
県
の
動
向
と
経

済
情
勢
等
を
注
視
し
な
が

ら
、
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

▽
避
難
者
の
現
状

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
設
置
の
成
果
は

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
給
付
事
業
を

新
た
な
局
面
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
提
案

答 ��

必
要
な
方
の
早
期
発
見
と
支
援
が
可
能

答 ��

国
や
県
の
動
向
、
経
済
情
勢
か
ら
判
断

答 ��

県
へ
要
望
と
共
に
状
況
に
応
じ
て
検
討

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

渡
部
　
認 

議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

内
海
　
基 

議
員

日
本
共
産
党
会
津
若
松
市
議
団

原
田
　
俊
広 

議
員

健 康 ・ 福 祉

会津権利擁護・成
年後見センターが
開所しました。
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問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

農
業
生
態
学
に
基
づ
く
農
業
の
実
践
は

答 ��

慣
行
栽
培
か
ら
の
転
換
手
法
研
究
す
る

創
風
あ
い
づ

村
澤
　
智 

議
員

日
本
共
産
党
会
津
若
松
市
議
団

斎
藤
　
基
雄 

議
員

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

譲
矢
　
隆 

議
員

問　
農
業
資
材
の
高
騰
や

供
給
量
の
不
足
に
よ
り
、

化
学
肥
料
の
原
材
料
を
輸

入
に
頼
っ
て
い
る
わ
が
国

へ
の
影
響
は
深
刻
で
す
。

化
学
肥
料
の
需
給
ひ
っ
迫

が
本
市
農
業
へ
も
た
ら
す

影
響
と
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答 　
肥
料
価
格
の
上
昇
や

購
入
困
難
に
よ
る
営
農
継

続
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

国
や
県
と
協
調
し
緊
急
的

に
支
援
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
肥
料
の
高
騰
を
転

機
に
、
化
学
肥
料
へ
の
依

存
度
を
下
げ
た
農
業
生
産

へ
の
転
換
を
促
す
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
ア※

グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー

に
基
づ
く
農
業
へ
の
転
換

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
そ
う
い
っ
た
視
点
を

答

持
ち
取
り
組
む
こ
と
は
重

要
で
す
が
、
転
換
に
は
長

期
的
な
取
組
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー

に
基
づ
く
農
業
の
実
践
に

向
け
た
取
組
を
伺
い
ま
す
。

答 　
慣
行
栽
培
か
ら
の
転

換
に
は
様
々
な
課
題
が
あ

る
た
め
、
ま
ず
は
環
境
保

全
型
農
業
へ
の
支
援
な
ど

を
活
用
し
、
特
別
栽
培
や

有
機
栽
培
の
推
進
に
取
り

組
み
な
が
ら
ア
グ
ロ
エ
コ

ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
所
有
者
不
在
の
危
険
家

　
屋
の
除
却

問　
北
会
津
地
区
の
幼
児

教
育
・
保
育
施
設
は
、
公

設
公
営
の
住
民
要
望
が
あ

り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
民
設

民
営
と
な
っ
た
の
で
す
か
。

答 　
在
園
児
の
保
護
者
・

地
域
住
民
・
学
識
経
験
者

の
意
見
を
聞
く
た
め
「
北

会
津
地
区
認
定
こ
ど
も
園

整
備
懇
談
会
」
を
設
置
し
、

そ
こ
で
の
意
見
等
を
踏
ま

え
、
整
備
事
業
の
基
本
構

想
素
案
を
作
成
し
、
パ※

ブ

コ
メ
等
を
経
て
基
本
構
想

を
決
定
し
ま
し
た
。

問　
８
月
18
日
に
、
市
子

ど
も
子
育
て
会
議
が
開
催

さ
れ
、
河
東
地
区
幼
保
連

携
型
こ
ど
も
園
な
ど
公
立

教
育
・
保
育
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
素
案
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
会

議
の
メ
ン
バ
ー
と
地
区
住

問　
鳥
獣
被
害
を
減
ら
す

た
め
に
は
、
捕
獲
に
よ
り

個
体
数
を
減
ら
す
こ
と
が

最
も
重
要
と
考
え
ま
す
が

認
識
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被

害
軽
減
対
策
に
つ
い
て
は
、

個
体
数
の
減
少
に
繋
が
る

「
有
害
捕
獲
」
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
誘
引
物
の

除
去
な
ど
の
「
生
息
環
境

管
理
」、
侵
入
防
止
柵
の

設
置
に
よ
る
「
被
害
防
除
」

を
組
み
合
せ
て
実
施
す
る

こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

問　
市
民
協
働
に
よ
り
、

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
被
害

箇
所
の
状
況
報
告
や
目
撃

情
報
を
電
子
地
図
に
落
と

し
込
む
こ
と
で
、
全
体
像

を
把
握
し
実
効
性
の
あ
る

有
害
鳥
獣
対
策
が
可
能
に

な
る
と
考
え
ま
す
が
認
識

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
現
在
、
会
津
地
方
振

興
局
が
主
体
と
な
り
、
Ｇ

Ｉ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
、
管
内
の
野
生
鳥
獣
の

出
没
状
況
を
集
積
し
て
い

ま
す
。
野
生
鳥
獣
は
市
町

村
域
を
ま
た
い
で
移
動
す

る
た
め
、
広
域
で
の
出
没

状
況
が
集
積
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
効
果
の
高

い
対
策
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
お
り
、
県
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
こ
れ
ら
の
デ

ー
タ
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

実
効
性
の
あ
る
有
害
鳥
獣
対
策
を

公
立
教
育
・
保
育
施
設
の
在
り
方
問
う

答 ��

出
没
デ
ー
タ
の
活
用
を
研
究
し
て
い
く

答 ��

パ
ブ
コ
メ
や
意
見
交
換
等
を
経
て
決
定

民
が
意
見
交
換
を
交
わ
す

場
を
設
け
る
べ
き
で
は
な

い
で
す
か
。

答 　
子
ど
も
子
育
て
会
議

に
つ
い
て
は
、
公
立
教
育

・
保
育
施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
了
承
、
決
定
す
る

も
の
で
は
な
く
、
意
見
聴

取
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
委
員
と
住
民
と
の

意
見
交
換
会
の
開
催
は
検

討
し
て
い
ま
せ
ん
。
公
立

教
育
・
保
育
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
市
の
方

針
案
を
作
成
し
、
パ
ブ
コ

メ
や
保
護
者
等
と
の
意
見

交
換
等
を
経
て
、
方
針
を

決
定
し
て
い
く
考
え
で
す
。

※
パ
ブ
コ
メ
と
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の

略
。
市
の
計
画
や
条
例
等
を
定

め
る
際
に
、
素
案
を
公
表
し
、

意
見
を
募
集
す
る
手
続
き
の
こ

と
。

健 康 ・ 福 祉

産 業 ・ 経 済

※
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
は

ア
グ
ロ
（
農
業
）
と
エ
コ
ロ

ジ
ー
（
生
態
学
）
を
合
わ
せ
た

造
語
。
農
業
生
産
構
造
に
適
用

さ
れ
る
生
態
学
的
過
程
を
研
究

す
る
学
問
の
こ
と
。
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特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

賛
否
一
覧
、
討
論

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

本
市
の
水
田
活
用
対
策
の
考
え
は

大
戸
、
湊
地
区
へ
市
営
住
宅
の
整
備
を

ク
マ
出
没
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
は

答 ��

必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い

答 ��

新
た
な
整
備
手
法
の
調
査
研
究
に
着
手

答 ��

市
政
だ
よ
り
と
合
わ
せ
て
配
布
す
る

創
風
あ
い
づ

目
黒
　
章
三
郎 

議
員

社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

松
崎
　
新 

議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

中
島
　
好
路 

議
員

問　
ク
マ
等
へ
の
対
策
と

し
て
電
気
柵
等
を
用
い
て

い
ま
す
が
、
令
和
４
年
７

月
28
日
に
新
聞
報
道
さ
れ

た
痛
ま
し
い
事
故
に
よ
り

被
害
者
が
出
て
し
ま
い
ま

し
た
。
事
故
発
生
現
場
の

近
く
に
は
公
共
施
設
で
あ

る
斎
場
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
周
辺
に
電
気
柵
等
は

配
備
さ
れ
て
い
た
の
か
、

そ
の
状
況
を
示
し
く
だ
さ

い
。

答 　
斎
場
周
辺
に
電
気
柵

等
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
後
、
地
元
地
区

や
庁
内
関
係
各
課
と
設
置

に
向
け
た
協
議
を
行
い
ま

す
。

問　
市
民
へ
ク
マ
対
策
を

周
知
す
る
た
め
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
を
全
戸
に
配
布
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
見
解

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
近
年
、
ク
マ
の
目
撃

や
事
故
等
が
増
加
傾
向
に

あ
る
た
め
、
今
後
、
環
境

省
で
作
成
し
て
い
る
「
ク

マ
類
の
出
没
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
や
県
で
作
成
し
て

い
る
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被

害
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
参
考
に
、
そ
の
概
要
を

取
り
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
、
市
政
だ

よ
り
と
合
わ
せ
て
配
布
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の

皆
様
へ
の
注
意
喚
起
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

問　
国
の
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
見
直
し
は
、

本
市
で
も
特
に
中
山
間
地

域
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
が
、
市
の
認
識
を
示

し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
こ
の
見
直
し
に
よ
り
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
懸

念
す
る
声
を
伺
っ
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
も
、
畑
作

物
等
へ
の
転
換
を
推
進
し

て
き
た
経
過
に
あ
り
、
こ

の
見
直
し
は
、
米
需
給
調

整
へ
の
影
響
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問　
県
と
市
の
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
国
の
直
接
支

払
交
付
金
の
交
付
決
定
が

前
提
で
す
が
、
市
独
自
の

制
度
を
創
設
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

答 　
国
や
県
の
補
助
金
等

の
有
効
活
用
を
図
り
な
が

ら
、
必
要
な
支
援
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
国
の
直
接
支
払
交
付

金
見
直
し
は
、
地
方
の
疲

弊
を
加
速
さ
せ
る
も
の
で

地
方
創
生
の
精
神
に
反
す

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
国

に
対
し
て
白
紙
化
を
求
め

る
本
市
の
活
動
に
つ
い
て
、

考
え
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
会
津
総
合
開
発
協
議

会
を
通
じ
て
、
国
や
県
に

要
望
し
ま
し
た
が
、
今
後

も
農
業
関
係
団
体
等
と
連

携
し
な
が
ら
、
機
会
を
と

ら
え
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問　
ど
う
す
れ
ば
大
戸
地

区
、
湊
地
区
の
市
街
化
調

整
区
域
に
お
け
る
住
宅
建

設
、
空
き
家
の
再
利
用
や

市
街
化
調
整
区
域
以
外
の

地
域
に
お
け
る
公
営
住
宅

建
設
が
可
能
な
事
業
が
進

む
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

答 　
大
戸
、
湊
両
地
区
か

ら
の
要
望
に
対
し
、
市
営

住
宅
を
整
備
す
る
予
定
は

な
い
旨
回
答
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
地
域
の
事

情
に
鑑
み
、
地
域
振
興
や

人
口
維
持
等
の
視
点
か
ら
、

新
た
な
整
備
手
法
が
必
要

と
認
識
し
、
庁
内
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織

し
て
調
査
研
究
に
着
手
し

ま
し
た
。

問　
地
域
の
要
望
に
応
え

る
住
宅
事
業
に
つ
い
て
お

答
え
く
だ
さ
い
。

答 　
大
戸
、
湊
両
地
区
へ

の
市
営
住
宅
整
備
は
、
地

域
の
活
力
を
維
持
し
て
い

く
視
点
か
ら
、
地
域
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
り
、
引

き
続
き
地
域
と
の
協
議
を

重
ね
、
現
行
法
令
等
の
枠

組
み
の
中
で
実
現
可
能
な

手
法
を
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
住
宅
確
保
の
手
法
に

つ
い
て
は
、
既
存
集
落
の

活
力
維
持
等
を
目
的
と
し

た
地
域
計
画
を
策
定
し
住

宅
を
整
備
す
る
手
法
や
県

の
開
発
審
査
を
経
て
、
空

き
家
等
を
改
修
し
て
物
件

を
貸
し
出
す
方
法
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

産 業 ・ 経 済

建設・都市計画



20

特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

賛
否
一
覧
、
討
論

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

会議録の検索・閲覧会議録の検索・閲覧 議会映像の配信議会映像の配信

市議会のホームページから会議録の検索・閲覧
ができます。

印刷した会議録による閲覧もできます。
会津図書館、各公民館、議会事務局、

市政情報コーナーで閲覧できます。

ここをクリック

市議会のホームページから議会映像をご覧いた
だけます

①ライブ映像
定例会議および臨時会議

の本会議ならびに予算決算
委員会の模様をユーチュー
ブライブにより配信します。

②録画映像
定例会議および臨時会議の閉会から

約１か月後に、ユーチューブにより配
信します。

創
風
あ
い
づ

吉
田
　
恵
三 

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

髙
橋
　
義
人 

議
員

問　
イ※

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
の
取
組
の
現
状
と
課
題

を
伺
い
ま
す
。

答 　
特
別
な
配
慮
が
必
要

な
児
童
や
生
徒
に
「
個
別

の
指
導
計
画
」
を
作
成
し
、

組
織
的
に
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
課
題
は
、
教
職

員
の
特
別
支
援
に
対
す
る

知
識
、
多
様
な
児
童
生
徒

一
人
一
人
に
対
応
す
る
授

業
力
や
学
級
経
営
力
、
保

護
者
や
児
童
生
徒
の
相
互

理
解
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

問　
多
様
な
子
ど
も
た
ち

の
教
育
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
も
、
地
域

の
方
の
協
力
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
充
実
、
関
係
機
関

と
の
強
力
な
連
携
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答 　
子
ど
も
が
社
会
的
、

精
神
的
に
成
長
す
る
た
め

問　
地
域
づ
く
り
活
動
組

織
が
無
い
地
域
へ
の
認
識

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
市
内
全
域
で
少
子
化

に
伴
う
人
口
減
少
に
よ
り
、

全
て
の
地
区
に
お
い
て
地

域
活
力
の
維
持
に
課
題
が

生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
の

活
動
は
、
住
民
が
起
点
と

な
り
、
自
ら
地
域
の
課
題

等
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

解
決
策
を
考
え
行
動
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
地
域
づ
く
り
活
動

組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
な

い
地
区
に
お
い
て
も
、
先

行
地
区
の
活
動
内
容
や
支

援
制
度
等
の
Ｐ
Ｒ
等
に
努

め
な
が
ら
協
働
に
よ
り
取

組
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

問　
各
公
民
館
へ
の
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答 　
今
後
、
公
民
館
が
人

口
減
少
等
の
社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
う
課
題
に
、
よ

り
効
果
的
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
住
民
自
治

や
ま
ち
づ
く
り
を
含
め
、

よ
り
幅
の
広
い
視
点
で
そ

の
在
り
方
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
将
来
的

な
公
民
館
の
役
割
や
地
域

住
民
の
合
意
形
成
、
人
材

の
確
保
や
持
続
可
能
な
組

織
運
営
な
ど
に
つ
い
て
整

理
を
行
い
な
が
ら
、
総
合

的
に
検
討
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

公
民
館
へ
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
は

支
援
員
を
増
員
し
教
育
環
境
の
向
上
を

答 ��

総
合
的
に
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

答 ��

増
員
や
人
材
確
保
を
検
討
し
た
い

に
は
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
を
育
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
全
て
の
学
校
が
、

学
校
運
営
協
議
会
と
地
域

学
校
協
働
本
部
事
業
と
の

両
輪
で
、
地
域
総
ぐ
る
み

で
子
ど
も
を
育
て
る
教
育

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

特
別
支
援
員
を
増
員
す
る

べ
き
と
考
え
ま
す
が
認
識

を
伺
い
ま
す
。

答 　
今
後
、
人
材
の
確
保

も
含
め
、
さ
ら
な
る
増
員

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
て
の
児
童
・
生
徒
が
と

も
に
学
ぶ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
こ

と
。

教 育 ・ 文 化
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７
月

５
日
●
７
月
臨
時
会
招
集
日

　
　
　
（
～
８
日
ま
で
）

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
理
事
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

６
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

８
日
●
７
月
臨
時
会
最
終
日

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
理
事
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

11
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
建
設
委
員
会

　
　
●
政
策
討
論
会
第
４
分
科
会

14
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

20
日
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　
●
政
策
討
論
会
第
２
分
科
会

　
　
●	

予
算
審
査
決
算
審
査
準
備
会
第

２
分
科
会

22
日
●
議
会
運
営
委
員
会

28
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

１
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●	

予
算
審
査
決
算
審
査
準
備
会
第

４
分
科
会

２
日
●	

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
関
す

る
調
査
会
セ
ミ
ナ
ー

３
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
●	

予
算
審
査
決
算
審
査
準
備
会
第

１
分
科
会

８
日
●	

令
和
４
年
会
津
若
松
市
議
会
定

例
会
招
集
会
議

　
　
●
議
会
制
度
検
討
特
別
委
員
会

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会

　
　
●
議
員
全
員
協
議
会

９
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

　
　
●
産
業
経
済
委
員
会
協
議
会

10
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

18
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

19
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

　
　
●
産
業
経
済
委
員
会
協
議
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会

19
日
●
建
設
委
員
会
協
議
会

23
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

25
日
●
議
会
運
営
委
員
会

９
月

１
日
●
９
月
定
例
会
議
招
集
日

　
　
　
（
日
程
は
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
建
設
委
員
会
協
議
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

５
日
●
議
会
運
営
委
員
会

８
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
理
事
会

16
日
●
各
派
代
表
者
会
議

21
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

26
日
●
９
月
定
例
会
議
最
終
日

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
4
分
科
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

7
月

8
月

9
月

市議会の傍聴について
本市議会の定例会議は、年４回（２月、６月、９

月、12月）開かれます。
新庁舎整備に伴い、議場は追手町第二庁舎（旧学

鳳高校）１階に移転しました。
傍聴の際には、マスクの着用や検温、手指のアル

コール消毒にご協力をお願いします。なお、10名以
上で傍聴を希望する場合は、事前に議会事務局まで
ご連絡いただきますようお願いします。
また、定例会議や臨時会議等の映像をユーチュー
ブライブでも配信していますので、ご活用ください。

【議会事務局：TEL 39-1323】（仮庁舎版会津若松市役所フロアガイドより）

※ 　新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によっては、傍聴をご遠慮いただく場合もあり
ますのでご了承ください。
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広
報
広
聴
委
員
会

委 

員 

長　
村
澤　
　
智

副
委
員
長　
髙
橋　
義
人

委　
　
員　
小
畑　
　
匠

　
　
　
　
　
奥
脇　
康
夫

　
　
　
　
　
内
海　
　
基

　
　
　
　
　
小
倉
孝
太
郎

　
　
　
　
　
原
田　
俊
広

　
　
　
　
　
丸
山
さ
よ
子

11
月
８
日
か
ら
各
地
区
で
市

民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の

様
々
な
意
見
が
、
議
会
内
の
議

論
や
政
策
形
成
に
つ
な
が
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

内
海　
基

編
集
後
記

編
集
後
記

～虚礼廃止にご理解とご協力を～
公職選挙法の規定により、次の行為などが禁止されていますので、ご理解のほどよろしくお
願いします。
○　政治家が答礼のための自筆によるものを除き、年賀状などの時候あいさつ状（電報やファ
クシミリも含む）を出すこと。
○　政治家が新年会などに招待され、出席せずに自分の料理や飲食に相当する金銭を祝儀とし
て出すこと。
○　懇談会などで有権者が招待した政治家に祝儀を求めること。
○　秘書などが政治家の代理として結婚披露宴や葬式などに出席し、政治家名義で祝儀や香典
を出すこと。
○　後援会が、祝儀、花輪、香典などを出すこと。
○　政治家や後援会が、あいさつを目的とする有料の広告を出すこと。
○　広告業者（新聞やテレビなど）が政治家や後援会に対し、あいさつを目的とする有料の広
告を求めること。
なお、政治家が自ら出席して祝儀や香典を出すこと、会費制の会合に会費（社会通念上の範
囲を超えないもの）を払って出席することなどは、禁止されている寄附行為にあたりません。

1
4
3

1
4
3

●�　点字版広報議会、声の広報議会も発行
しています。ご希望の方は議会事務局ま
でお知らせください。
●　声の広報議会は市議会ホーム
　ページでも聞くことができます。

●�　「市役所情報スタジアム」で市議会の
情報を発信しています。

　　　　　　　放送日　11月29日（火）
　　　　　　　　　　　午後１時45分
　　　　　　　　　　　　～午後２時まで
　　　　　　　※�再放送は、同日午後６時

45分～午後７時まで

点字広報議会
声の広報議会

エフエム会津

FM 76.2MHz

１２月定例会議の日程
日 月 火 水 木 金 土
11/27 28 29 30 12/ １

開会日
（提案理由
説明）

２ ３

４ ５
本会議
（一般質問
・代表）

６
本会議
（一般質問
・個人）

７
本会議
（一般質問
・個人）

８
本会議
総括質疑
予算決算委
員会

９
文教厚生委
員会
建設委員会
予算決算委
員会（第２
・第４分科
会）

10

11 12
総務委員会
産業経済委
員会
予算決算委
員会（第１
・第３分科
会）

13 14
予算決算委
員会

15 　　　16
最終日
（委員会審
査報告～表
決)

17

※　本会議は午前10時から、委員会は午前９時30分から開催され
　　ます。
　　なお、日程は変更になる場合があります。
　　最新の情報はホームページなどでご確認ください。
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～あなたの思い聴かせてください～～あなたの思い聴かせてください～
第26回市民との意見交換会を開催します
会津若松市議会では、市民の皆様のご意見をもとに、市政や地域の課題を見つけ、政策づ
くり、政策提言につなげる取組を行っています。第２６回市民との意見交換会を下表のとお
り開催しますので、ご参加ください。

市民意見をもとにした政策提言等と結果の事例

議  会
検討委員会を設置し、
調査検討を行い、「給
水施設未整備」地区
の早期解消に関する
決議」を可決し、市
長へ提出した。

執行機関
整備計画を策定し、
整備に取り組み、一
定の整備が進んだ。

議  会
所管委員会で調査
研究を進め、委員
会審査等を通し執
行機関の考えをた
だした。

執行機関
一定の要件を満たす
私道の除雪が実施さ
れるようになった。

議  会
中小企業・小規模企業振
興基本条例の制定につい
て政策提言を行った。

執行機関
中小企業・小規模企業未
来会議の設置を含んだ条
例を制定した。

私道のため私道のため
除雪に困っ除雪に困っ
ている。ている。上水道未整備上水道未整備

地区の解消を地区の解消を
してほしい。してほしい。

地元経済に地元経済に
活気がない活気がない

第26回市民との意見交換会開催日程
開催日 曜日 開始時刻 地　区 会　　場 班

令和4年11月8日 火

午後6時30分 東 山 東公民館 １班

午後6時30分 北 会 津 北会津支所ピカリンホール ４班

午後6時00分 鶴 城 鶴城コミュニティセンター ５班

令和4年11月9日 水
午後6時30分 大 戸 大戸公民館 １班

午後6時00分 行 仁 行仁コミュニティセンター ５班

令和4年11月10日 木
午後6時30分 門 田 南公民館 １班

午後6時00分 謹 教 謹教コミュニティセンター ３班

令和4年11月11日 金 午後6時00分 一 箕 一箕公民館 ２班

令和4年11月14日 月 午後6時30分 湊 湊公民館 ２班

令和4年11月15日 火
午後6時30分 神 指 中央公民館神指分館 ３班

午後6時30分 日 新 日新コミュニティセンター ４班

令和4年11月16日 水

午後6時00分 河 東 河東農村環境改善センター ２班

午後6時00分 城 北 城北コミュニティセンター ３班

午後6時30分 城 西 城西コミュニティセンター ４班

午後6時00分 町北・高野 北公民館 ５班
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開催日時・会場
各地区15会場の開催日時・会場
は、23ページ、または市議会ホ
ームページをご覧ください。

内容
・９月定例会議の報告
（あらかじめ「広報議会11月１日号」をご
覧いただきますようお願いいたします。）

・意見交換
（市の施策や議会活動における課題、地区
の課題等）

●募集人員…５名（一般公募枠）
　　　　　　※募集人員を超えた場合は抽選
●任期…委嘱した日から令和６年３月31日まで
●応募資格…次の事項を全て満たす人
　⑴�　市内に住所を有する人、もしくは市内に通勤
・通学している人

　⑵�　令和４年４月１日現在で満16歳以上である人
　⑶　国および地方公共団体の議会の議員でない人
● 提出書類…市議会事務局に備え付けの申込書（応
募動機、広報議会11月号の感想等を含む）に記
入し、提出ください（郵送、電子メール、ファク
スも可）。
申込書は市のホームページからもダウンロードで
きます。

●締め切り…令和４年11月24日（木）必着
●問い合わせおよび宛先…会津若松市議会事務局
　〒965-8601　※郵送の場合、住所は不要です。
　電話：39-1323（直通）　ファクス：39-1470
　電子メール：

gikai@tw.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

市民との意見交換会を開催します

※ 今後の新型コロナウイ
ルス感染症の感染状況
により、開催を中止す
る場合がありますので
ご了承ください。

市内
15会場

　市議会では、市民との意見交換会でいただいた
皆様の意見をもとに市政の課題を見つけ出し、　
政策立案・政策提言につなげています。
　コロナ禍での開催につき、参加人数や開催時間
が制約されますが、有意義な意見交換会となるよ
う努めますので、ご参加ください。

～感染症対策を行いながら意見交換会を開催～
□ 事前申込制　　　□ 各会場の定員10名程度
　申し込みは、市議会ホームページまたは電話に
てお願いいたします。

【議会事務局：３９－１３２３】

◎あなたの声を反映し、
より良い議会広報紙に！

　会津若松市議会広報紙「あいづわかま
つ広報議会」をより読みやすく、わかり
やすい広報紙とするため、市民の皆さま
から意見や感想をいただく「広報議会モ
ニター」を募集します。

◎広報議会モニターの役割
　モニターの皆さまには、広報広聴委員
会の依頼に応じて「あいづわかまつ広報
議会」の内容等についてのアンケートに
ご回答いただきます。

議員の班編成および担当地区 （◎は班の代表者）
班 １　班 ２　班 ３　班 ４　班 ５　班

所
属
議
員

◎譲矢　　隆 
　内海　　基 
　吉田　恵三 
　原田　俊広 
　石田　典男

◎成田　芳雄 
　小倉孝太郎 
　丸山さよ子 
　中島　好路 
　斎藤　基雄

◎戸川　稔朗 
　小畑　　匠 
　髙梨　　浩 
　長郷潤一郎 
　横山　　淳

◎目黒章三郎 
　髙橋　義人 
　奥脇　康夫 
　大竹　俊哉 
　渡部　　認

◎古川　雄一 
　後藤　守江 
　村澤　　智 
　大山　享子 
　松崎　　新

担
当
地
区

門田地区 一箕地区 謹教地区 城西地区 鶴城地区
東山地区 河東地区 城北地区 日新地区 行仁地区
大戸地区 湊 地 区 神指地区 北会津地区 町北・高野地区

※清川雅史議長は、班編成によらず参加

会津若松市議会 広報議会モニター募集

市議会ホームページ


